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～平成 27 年度 第 4 回通所連絡会定例会～

 通所連絡会では 9 月 15 日火曜日、成城ホール CD 集会室

にて跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授の鍵屋一

先生を迎え『災害時の対応・事業継続計画ＢＣＰ作成研修』

というテーマで研修会を開催しました。 

本年度の参加者は 23 事業所 37 名の参加でした。大災害

がもしも起きたら・・・自分や家族の安全、事業所の被災

状況、利用者の安全等いざ災害に直面したときどのような

行動がとれるのか？また早急に事業所を再開できるのか？

過去の被災地のデータや体験をリアルな情報をもとに的確

に先生は語り掛けてくださいます。参加者の皆様も被災地

の現実を見て真剣な表情で食い入るように講義参加されて

いました。 
講義の後

半は成城消

防署警防課

防災安全係

の高松・熊谷

両氏による

避難介助方

法やイーバックチェアーの

実演（車椅子がそのまま階

段を下りる優れもの！）都

内全世帯に送られた「東京

防災」の説明などを行って

いただきました。次回は 10
月 22 日（木）烏山区民集会

室にて認知症介護で多数テ

レビ等紹介されている和田

行男先生による『人として

きるための認知症支援！』の報告をする予定です。 

通所連絡会代表  
おおしま整形喜多見介護センター 土井知紀 

 

｢福祉用具を使った移乗｣研修報告 

 平成 27 年 9 月 18 日(金)成城ホール集会室 C・D におい

て福祉用具連絡会の研修会を開催しました。福祉用具連絡

会発足以来、初めての研修としていろいろな福祉用具を使

用しての移乗技術を実践的に学習しました。今回は福祉用

具担当者自身のスキルアップを目標としたため、福祉用具

貸与事業所の職員のみを対象としました。参加者は 25 名、

幹事 11名

のほかメ

ーカーや

卸元から

スタッフ

を派遣し

ていただ

きました。 
 ベッド

6 台、リフ

ト 3 台、車イス

9 台、スライデ

ィングボード

とスライディ

ングシート多

数をメーカー

や会員事業所

が提供し、1 グ

ループ 4 名、6
グループで研修を行いました。これらの福祉用具を用いて、

ベッドから車イス、車イスからベッドへ繰り返し移乗の練

習をしました。 
 参加者は休む間もなく熱心に研修に取り組み、大変充実

した研修となりました。 

  福祉用具連絡会代表 辻本きく夫 
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映画上映&シンポジウムを開催しました！

平成 27 年 10 月 22 日、成城ホールにおいて“レビー

小体認知症を知ろう“Ⅰ部映画「妻の病」を上映、Ⅱ部

シンポジウムを研修グループ主催で開催しました。 
 成城ホールに約150名の方々が参加してくださいまし

た。また、当日は伊勢真一監督も駆けつけてきてくださ

り、冒頭でご挨拶いただきました。 
 映画は小児科医の医師である夫と子供たちのドキュメ

ントを撮影中に奥様の弥生さんの病気が発覚、なんと 10
年にわたる記録です。 

 小児がんに真摯に向き合っていた医師が、妻の病に直

面し、もがき苦しんであろう壮絶な介護の日々。自身も

うつ病になり、一時は別居生活を余儀なくされながら、

現在は故郷四国・南国市の豊かな自然に囲まれながら、

再び二人で寄り添い、支えながら生きる姿に深い感動を

覚えました。映画の中で夫が発した「魂がむき出しにな

り、私は初めて妻の本質を知るに至った」という言葉が

心に残りました。 
 また、妻弥生さんが笑顔でいられることの一つにお姉

さんの素晴らしい関わりも大事だと思いました。 
 この後のシンポジウムでは松沢病院医師の新里医師が

「よく笑っているのが良い。笑顔が素晴らしい。いい介

護を受けている」そして、家族会の役割が重要とお話し

されていました。そして、気になることがあれば、松沢

病院物忘れ外来に来てくださいと。 
今回、レビー小体型認知症当事者として、登壇予定の

樋口直美さんが体調不良で登壇できなかったことは残念

ですが、レビー小体型認知症おしゃべり家族会代表の加

畑裕美子さんが、レビー小体型認知症の話の中で、樋口

さんのメッセージを届けてくださいました。最後に樋口

さんの笑顔を拝見でき、気持ちが暖かくなりました。 
樋口さんが上梓なさった著書「私の脳で起こったこと」

は、つい最近医学ジャーナリスト賞優秀賞を受賞してい

ます。 
本日の参加者の中には 80 歳以上の方が多く見られま

した。また、私の母がレビーかもしれないと、シンポジ

ウム終了後も、新里先生、加畑さんの周りには人があふ

れていました。 
       研修グループ代表  宮川英子 

 

在宅介護経営部会拡大幹事会報告

9 月 29 日(火)拡大幹事会を開催。都内初の「ねりま

介護事業協同組合」理事を招いての事業者連携の協議

を行いました。ネット初参加の方の事業者も加わり、

事業者協働における意見交換をしました。練馬の事例、

事業者連絡協議会から共同組合設立まで。更に今後の

課題などまでをお聞きした上で、世田谷においての協

働事業化を語り合いました。継続協議すべき課題でも

あり、これからの幹事会や会員事業者の皆様との話合

いを行っていきます。 

法改正にも向けた新しい課題にも取り組み始める予

定です。 
次回 10/28。年内最後を 11 月後半にも幹事会を予定

します。奮ってご参加下さい。 
部会代表 磯﨑寿之 
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世田谷区からのお知らせ 

講演会・研修のお知らせ 

「介護保険制度改正による福祉用具の動向と訪問調査の実施事例の報告」 

日 時  平成２７年１１月１２日(木) 午後６時３０分～８時３０分 

会 場  砧総合支所内 成城ホール（世田谷区成城６－２－１） 

（小田急線 成城学園前駅下車 徒歩４分） 

概 要  一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会より、平成２７年度介護保険制度大改正に伴う福祉

用具の動向や、特定福祉用具を購入された方のお宅の訪問調査の事例についてお話しします。

また、介護保険課からは、福祉用具購入費支給申請の注意点等について説明します。 

     参加費無料・事前申込み不要。当日、直接会場へお越しください。 

【お問い合わせ先】 介護保険課保険給付係 TEL：５４３２－２６４６ 

高齢者虐待対応基礎研修 

日 時   平成２７年１１月２０日（金） 午後２時～４時３０分 

会 場   世田谷文化生活情報センター セミナールーム AB 

（世田谷区太子堂４－１－１ キャロットタワー５階） 

講 師   副田 あけみ氏（安心づくり安全さがしアプローチ（AAA スリーエー）研究会代表） 

【お問い合わせ先】  高齢福祉課事業担当 TEL：５４３２－２４１１ FAX：５４３２－３０８５ 

平成 27 年度地域部会設立小委員会報告

世田谷区介護サービスネットワークでは、世田谷区内の 5

地域で地域部会を立ち上げました。地域の特性を踏まえな

がら、地域包括ケアの実現に向けて、互いに顔の見える関

係づくりを目指しています。 

砧地域で平成27年9月9日(水)、北沢地域で9月11日(金)

に第 1回地域部会を開催しました。初顔合わせでしたが、

参加者から様々な意見が出ていました。砧地域では防災を

テーマに活動していくことになりました。北沢地域ではこ

れから具体的に何ができるか、テーマを決める話し合いが

始まります。 

烏山地域 9月 7日(月)、世田谷地域 9月 9日(水)、玉川

地域 9月 17日(木)に第 2回地域部会を開催しました。烏山

地域では災害(防災)テーマに顔の見える関係づくり、世田

谷地域では事業者同士の繋がりづくり、玉川地域では地域

限定のリストや地域・医療とのかかわりなど様々な方向で

活動を進めていくようになりました。 

今後、各地域部会でさらに活発に活動をしていきたいと

思います。 

ご興味がある方は、ぜひご参加ください。 

地域部会設立小委員会 徳永宣行 

 

 

第 2回スポット研修「利用者さんの希望が見えていますか！」開催！

研修グループでは 9月 24日世田谷区人材育成・研修セン

ターにて「ICF研修」を（3回シリーズ）PAO経堂代表、北

田信一氏を講師として開催しました。参加者は 40名。 

第 1回目は「ICFと出会う」。介護は、生活行為を良いも

のとして、利用者の望む人生や暮らしを実現することを目

指している。今回の研修は利用者の希望を捉えそれを実現

する道具として ICFを学びました。 

介護保険改正法では「活動」や「参加」という言葉が聞

かれ、介護支援専門員のテキストでも ICFが強調されてい

ます。先ずは、ICFとは何かということを明らかにし、利用

者が幸せであるための「できる活動」・「している活動」・「す

る活動」を学び、ICF（国際生活機能分類）というなじみの

ない呼称を「生活機能とその仲間たち」と置き換え、①利

用者を知る道具として②利用者の生活機能を向上させる道

具として③利用者の希望を叶える道具として活用していこ

うということを学びました。 

第 2回目は 11月 19日「ICFを活用する介護について理解

を深める」です。実践例を基に検証します。 

研修グループ代表 宮川英子 

今年 3 月の｢包括ケアを考える会｣（世田谷地域） 
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問い合わせ先 
社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団  
世田谷区福祉人材育成・研修センター  
電話：03(5429)3100、FAX：03(5429)3101 
 

研修情報・イベント情報 

【世田谷区介護サービスネットワークの今後の予定】 

◆研修グループ☆ 

1)平成 27 年度 ICF 研修 

 2 回目：11 月 19 日（木）、3 回目：12 月 15 日（火）

すべて 19 時～21 時 

 会場：研修センター 

 講師 PAO 経堂 北田信一氏 

◆通所連絡会☆ 

1) 第 6 回 通所連絡会定例会  

『デイサービスに求められる口腔ケア』 

平成 27 年 12 月 15 日（火）19：00～21：00 

会場：成城ホール CD 集会室  

講師：十時(ととき) 久子氏（歯科衛生士） 

◆災害対策小委員会 

 普通救命講習 

「救命技能認定証」を取得しよう！ 

平成 27 年 12 月 2 日(水)13:15～16:15 

会場：三茶しゃれなあどホールオリオン 

受講料：1,400 円/人、〆切り：11 月 6 日 

東京防災救急協会が実施する講習会です。 

◆福祉用具連絡会 

1)福祉用具大展示会 

 「認知症ケアに役立つ福祉用具とシステム(仮題)」 

離床センサー、徘徊感知器、見守りシステム、介護ロボット、

認知症予防プログラムなどを展示予定 

平成28年 2月12日(金)14:00～21:00 

会場：成城ホール 

◆砧地域部会忘年会 

 （カレーや豚汁を作って食べたり飲んだりお話したり） 

 平成27年12月11日（金）18時半ごろから（予定） 

会場：成城支所4階集会室Ｅ 

対象：砧地域の介護事業所（予定） 

問合せ先：03-5426-3230（橋元） 

※会費等の詳しい内容については後日ＦＡＸしますチラシをご

覧ください。 

◆【世田谷区福祉人材育成・研修センターの研修予定】☆ 

1) 多職種で学ぶこころとからだの理解 

（人間理解～A さんから学ぶ） 

 平成27年11月9日（月）14：00～18：00 

 会場：成城ホール集会室CD 

2) 介護福祉士受験対策講座 

 平成27年11月 10日（火）18：30～20：30 

 平成27年11月12日（木）18：30～20：30 

  平成27年11月17日（火）18：30～20：30 

  平成27年11月21日（土） 9：30～16：30 

 会場：研修センター 

3) 課題別研修（高次脳機能障害を学ぶ） 

 平成27年11月11日（水）13：30～16：30 

 会場：世田谷文化生活情報センター生活工房５Fセミナールーム

4) 多職種で学ぶ医療連携研修 

（口腔と全身の関わりについて） 

 平成27年11月17日（火）19：00～21：00 

 会場：玉川区民会館集会室 

5) 認知症ケア研修【基礎６】 

（地域におけるサポート体制の理解） 

 平成27年11月17日（火）14：00～17：00 

 会場：梅丘パークホール 

6) サービス提供責任者研修【現任】 

(サービス提供におけるリスクマネジメント) 

平成27年11月 18日（水）14：00～17：00 

 会場：研修センター 

7) 新任職員研修 

平成27年11月 19日（木）20日（金）9：30～17：15 

 会場：研修センター 

8) ケアマネジャー研修【現任】 

平成27年11月 20日（金）14：00～17：00 

 会場：三茶しゃれなあど 

9) ケアマネリーダー養成研修 

平成27年11月 20日（金）14：00～17：00 

 会場：三茶しゃれなあど 

10) サービス提供責任者研修【現任】 

 平成27年11月24日（火）18：30～20：30 

 会場：研修センター 

☆印のイベントの問い合わせは、事務局まで。 

編集後記  

◆木枯らし1号が吹き、急に冷え込むようになっ

てきました。新しい総合事業に関する情報が各自

治体から出てきました。世田谷区と世田谷区介護 

 

 

サービスネットワークは、法案検討時期からこの

問題を話し合ってきました。平成27年10月26

日付で世田谷区介護サービスネットワークとし

ての要望書を再提出しました。（K.T.） 
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